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日本の離島における新しいジオイド・モデルの構築
Development of new geoid model of remote island of Japan
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国土地理院は、平成 26年４月、一部離島を除く全国について、測量成果との整合性が従来のモデルより大きく向上し
たジオイド・モデル「日本のジオイド 2011」を公表した。平成 26年度は、残る離島について新たなジオイド・モデルを
構築したので報告する。
　　離島のジオイド・モデルの構築は、最新の日本の重力ジオイド・モデル JGEOID2008を基盤とし、これを島ごと

に GPS測量と水準測量の成果から求めた実測ジオイド高と整合するよう調整することで行った。調整方法には、１）実
測ジオイド高と JGEOID2008との差（ジオイド高較差）の分布を一定値で表現するバイアス法、２）ジオイド高較差の
分布を一様な傾斜平面で表現する平面補正法、３）ジオイド高較差の分布をGMTのグリーンスプライン補間プログラム
で推定した面で表現する GMT法を用いた。観測点の配点数と密度に応じて、島ごとに最適な方法を選択した。
　　ほとんどの離島では、標高は島ごとに定められた独自の標高基準に基づいているため、今回のモデル作成では島

内の標高の整合性を重視し、基準が異なる島は可能な限り分けてモデルの構築を行った。
　　実測ジオイド高を求める際に必要な観測点の楕円体高は、GPS解析の固定点となる電子基準点が 2004年に全点で

楕円体高の測量成果を改定しているため、2004年以前に計算された測量成果については、すべて楕円体高を再計算した。
また、解析の際に国土地理院が独自に検定を行って作成したアンテナ位相特性モデルを電子基準点に用いることで、楕
円体高の整合性を向上した。
　　構築した新たな離島のジオイド・モデルを公表することで、離島を含む全国において GNSS測量による３級水準

点相当の標高決定が可能となり、測量作業のさらなる効率化が期待される。
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